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表紙
　小野川自然プールが７月18日
にオープンしました。晴天に恵
まれたこの日は、多くの親子連
れが訪れ、ウォータースライダ
ーや河川プールで、冷たい水に
浸りながら、日田の暑い夏を和
らげていました。
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平成27年度国民体育大会
第35回九州ブロック大会開催！
2015紀の国わかやま国体の出場権をかけた、九州ブロック大会が大分県内で開催されます。
日田市では下記の2競技が開催されます。皆さんの熱いご声援をお願いいたします。

フェンシング競技
■と　き　８月22日㈯～23日㈰

　　　　　午前８時30分～

■ところ　日田市総合体育館

問社会教育課スポーツ振興係☎㉒８２２４（市役所２階）

公用車を公売します
　事業終了に伴い不要になった公用車を公売します。

■入札物件
　・種別　身体障害者輸送車
　・メーカー　トヨタ
　・車種　ハイエース
　・登録年度　平成13年度
　・走行距離　35,000㎞
■入札方法　
　制限付き一般競争入札(せり売りではありません)
■入札参加申込書の配布及び参加受付期間
・期間　８月３日㈪～21日㈮(土・日曜日は除く)
　　　　午前９時～午後４時30分
・場所　契約検査室用度係(市役所2階)
※申込書は市ホームページからダウンロードできます。

■受付方法　契約検査室用度係に申込書を持参の上参
加申請してください。
■入札物件の公開
　・とき　　８月18日㈫　午後１時30分～４時
　・ところ　市役所北側公用車駐車場
■入札日
　・とき　　８月25日㈫　午前10時～
　・ところ　市役所２階　入札室

問契約検査室用度係☎㉒８６２８（市役所２階）

アーチェリー競技
■と　き　８月22日㈯～23日㈰

　　　　　※競技は23日午前９時30分～

■ところ　萩尾公園自由広場特設会場 　
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感
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れ
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「持続可能なまちづくり
　　　　　地域力日本一を目指して」

　７月12日に行われた任期満了に伴う日田市長選挙により、原田啓介市長の２期
目がスタートすることとなりました。
　原田市長は翌日の13日に登庁し、玄関で花束を受け取り、市民や市職員の歓迎
を受けました。
　その後に行われた訓示式では、約60人の部課長級の職員を前にして「今年度中
に、まち・ひと・しごと創生法に基づく日田市版の総合戦略をまとめなければな
らない。自分たちがリスタートするという気持ちで、将来を見据えた新しい日田
市のビジョンづくりに取り組む必要がある。また、職員と一丸となってこれから
の市政運営を行いたい。」と決意を述べました。
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平成27年10月からマイナンバー制度が始まります。

広報キャラクター
「マイナちゃん」

民間の事業者にも制度の影響ってあるの？

教えて！マイナちゃん 連載　その２

　平成28年１月以降、税や社会保障の手続きで従業員などのマイナンバー
（12桁の個人番号）を記載する必要があるんだね。

民間事業者によるマイナンバーの取扱い

次号は通知カードのお知らせだよ

税務署・日田市

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
に
あ
た
っ
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
す
。

年金事務所・健康保険組合
ハローワーク

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

検索

特
定
個
人
情
報

保
護
委
員
会

民間事業者向け説明会を開催します！
■とき　１部　８月25日㈫　午後７時～　　
　　　　２部　８月26日㈬　午前10時～
■ところ　市役所７階　大会議室
■対象  民間事業者の経営者や給与・総務担当従業員
※参加無料。

■内容　民間事業者の対応とマイナンバー取扱いガイド
ラインについて

■申込方法　電話、ファックス、メールのいずれかにて会
社名と参加人数を総務課行政係までお知らせください。

問総務課行政係（市役所４階）
☎㉒８２０１　 ㉔０４２９　 soumu@city.hita.oita.jp

マイナンバー利用にあたっての注意点を確認しよう
　民間事業者の皆さんにも必ず守っていただきたいことがあるんだ。

利用目的以外の利用・提供はできないんだよ！

マイナンバーの取得は、法令で定められた場合だけ！

マイナンバーが記載された書類の保管は
必要がある場合だけ！

●利用目的をきちんと明示する必要があるんだね。
●マイナンバー取得時の本人確認は厳格に行おうね。

●必要がある場合に限り、保管し続けることができるんだね。
●不必要になったら、できるだけ速やかに廃棄・削除しなければならないんだよ。

マイナンバーの安全管理措置を徹底させましょう
（組織的・人的安全管理措置、物理的・技術的安全管理措置）

法人には法人番号が通知されます
　平成27年10月から、法人には１法人１つの法人番号（13桁）が指定され、登記上の所在地に通知されます。マイナ
ンバーとは異なり、法人番号はどなたでも自由に利用できます。

法人番号についてはこちら 検索法人番号 国税庁
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まちづくり活動報告会
し　　　みん

　平成26年度「市民サービス協働事業」「まちづくり活動推進事業補助金」を活用
した団体による活動報告会が、６月13日、パトリア日田にて開催され、事例発表や
パネル展示のほか、参加者の意見交換などが行われました。

志民活動かたらん会開催！

地域づくりに関する補助金制度

問市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所２階）

　今回の報告会は、「市民サービス協働事業」「まちづくり活動推進事業補助金」を活用
した団体の活動報告を通じて、これらの事業はどのような活動だったのか、どんな効果
があったのか、また、課題などはなかったかなど、多くの市民の方々に知っていただく
ために実施しました。
　意見交換会では、「自分達の活動をする場所がほしい」「他の団体と協力するには、ど
うしたら良いだろうか」「新しい仲間を増やしたい」などの意見が聞かれました。
　日田市では、これらの意見も参考にし、市民活動団体や市民の方々と協力・協働しな
がら、今後も地域活動の促進に取り組みます。

報告会の運営について…
　この報告会は、平成27年度「市民サービス協働事業」のひとつである「ＮＰＯ育成事業」として、日田ソー
シャルビジネス研究会が運営しました。
　日田ソーシャルビジネス研究会は、昨年度から「志民活動かたらん会」の他「ＮＰＯ育成講座」の企画運営など
を行い、今年度は、活動団体の活発な交流やプロフィールシート作成講座などを行っています。

　地域づくりに関する補助金には、「まちづくり活動推進事業補助金」と「周辺地域活性化対策事業補助金」の二つがあ
ります。いずれも、地域に根ざしたまちづくりや人づくりを目指し、創造的な活動を支援するものです。詳しくは、市
民活動推進課又はお近くの振興局・振興センターにお尋ねください。
■対象団体　自治会、地域コミュニティを形成する団体等
■対象事業　環境保全、歴史文化、地域間交流、人材育成等
■補助金額　補助対象経費の６割以内（上限 50 万円）
■募集時期　随時

市民サービス協働事業とは？
　非営利で公益的な事業を効果的に実施するために、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び営利を目的としない公共的な活
動を行う市民活動団体）の専門性やアイディア等を生かし、ＮＰＯと市が協働して取り組むもので、ＮＰＯの活動促進
を図ることも目的の一つとなっています。
■募集時期　例年１月頃告知　　　

■ＮＰＯ提案型
　廃校の眠った本の活用　
　「本の輪～ブックリング～作戦」事業
　（エホント）

■行政提案型
　文化芸術鑑賞公演委託事業
　ブラスの響き 2014
　（日田吹奏楽協会）

■行政提案型
　子ども環境教育推進事業
　子ども環境バスツアー
　(ＮＰＯ法人ひた水環境ネットワークセンター）

民サービス協働事業の事例市

「日田夏の冒険」サマーキャンプ
「日田夏の冒険」実行委員会

日田祇園囃子女性技術者育成事業
なでしこ会

ちづくり活動推進事業補助金の事例ま

見交換会意
仲間を増やしたい

集まる場所が欲しい

これか
らも活

動を

つづけたい

いっしょに
　考えて
　いきましょう！
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エコ幼稚園・エコ保育園活動報告
 幼児期からの環境への探究心・好奇心を育成するため、毎年、私立幼稚園・
保育園から２園をモデル園に指定し、環境活動を支援しています。今号で
は、平成26年度のモデル園の活動結果をご紹介します。

　野菜作りや食べ物を大切にする活動、牛乳パ
ックなどの廃材を利用しての買い物ごっこや作
品展、節水や節電活動、工場見学やキャンドル
作りなど、年間を通して様々なエコ活動に取り
組み、子供たちのエコに対する意識を育てるこ
とができました。今回の取組を機に、園から家
庭や地域へと、エコ活動を一層広げていけるよ
うに頑張ります。

月隈こども園

　平成27年度のモデル園が、認定こども園緑ヶ丘幼稚園と小野保育園に決定し、
６月２日に指定書交付式を行いました。

平成27年度エコ幼稚園・エコ保育園指定書交付式

小野保育園

　自分たちでもできる身近なエコ活動に年間を
通して取り組みました。「水のムダづかいをな
くす」「野菜の栽培・収穫」「冷暖房の温度チ
ェック」「グリーンカーテン」「ペットボトル
のキャップ集め」など一人ひとりが少し気をつ
ければできるエコがたくさんあることを知るこ
とができました。これからも家庭も含めて長く
意識していきたいと思います。

白蓮保育園

〈えエコはするよ！エコ活動！！〉
・食べ物は残さず食べます。
・出しっ放し、つけっ放しに気を

付けます。
・物を大切にします。

認定こども園緑ヶ丘幼稚園
・物を大切にします。
・水を大切にします。
・電気を無駄使いしません。
・食べ物を残しません。
・ごみを減らします。
・全ての物にありがとうの気持ちを

持ちます。
▶宣誓を行う認定こども園緑ヶ丘幼稚園（写真

上）、小野保育園（写真下）の園児たち。

廃材を利用して
夏野菜を
制作しました。

野菜を育て、
いのちの大切さを
学びました。

ペットボトルの
キャップ集めを
しました。

廃材を使って
お店屋さんごっこを
しました。

 問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

臨時福祉給付金についてお知らせします

　基準日（平成27年１月１日）において、日田市の住民基本台帳に登録されている人で、平成27年度分の市民税が課
税されていない人が対象です。
　ただし、市民税が課税されている人に市民税上で扶養されている場合や生活保護の受給者などは支給対象外となりま
す。今年度は、課税状況等を確認の上、支給対象となりうる人のみに通知と申請書を郵送します。

支給対象者

　消費税率引上げ（５→８％）による所得の低い人への負担の影響を緩和するため、昨年度に続き、
臨時福祉給付金の支給を実施します。

支給額
　１人につき６,０００円　※今回は昨年度のような加算措置はありません。

申請受付期間
　９月１日㈫から平成28年２月29日㈪まで　※当日消印有効。
　８月中旬頃、対象となりうる人には、順次、通知と申請書を郵送しますので、内容を確認のうえ、同封の
返信用封筒で郵送してください。（記載内容等にご不明な点がある場合は下記までご連絡ください）

　基準日（平成27年１月１日）の翌日以降に引っ越した場合の、給付金の
受取りはどうなりますか？

扶養親族等の範囲について
　税法上の控除対象配偶者、配偶者特別控除における配偶者、扶養親族、青色事業専従者及び白色事業
専従者が該当します。又、年齢16歳未満の年少者は扶養控除の対象とはなりませんが、臨時福祉給付金
の支給に関しては、扶養親族に該当します。

子育て世帯臨時特例給付金について
　昨年度と異なり、今回は子育て世帯臨時特例給付金と臨時福祉給付金のそれぞれ支給対象となる人
は、どちらとも給付金が支給されます。
　それぞれ、申請書を提出してください。

　基準日時点で、住民票のある市区町村から給付金が支給されます。具体的
な申請期間や手続きについては、基準日時点でお住まいの市区町村にお問
い合わせください。

　基準日（平成27年１月１日）以降に生まれた人や亡くなられた人は、
給付金支給の対象になりますか？

　基準日に生まれた人は給付金支給の対象になりますが、基準日の翌日以降
に生まれた人は対象となりません。又、基準日から支給決定がされるまで
の間に亡くなられた人も、臨時福祉給付金の対象にはなりません。

問・臨時福祉給付金に関すること
　　社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）
　　臨時福祉給付金担当☎㉒８３４０（市役所２階）
　・市民税の課税に関すること
　　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）
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市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

●町名表示板、住居番号表示板の再交付を受付

●中央公民館の緞帳をお譲りします

●市有地を売却します

問大分県人権教育ワークショップ研究会☎０９０-５０８５-９８６０（足立）
　人権・同和教育室☎㉒８２３６（市役所別館２階）

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

　住居表示制度が実施されている地域（住所が○番○号で表示されている地域）
では、玄関又は門など建物の入り口付近に「町名表示板」・「住居番号表示板」
を表示しなければなりません。
　表示板が剝がれたり、文字が読みにくい場合は、無料で再交付します。

　市内には中野川や城内川など、浸水防止の役割を担っ
た多くの水路があります。最近これらの水路にごみや自
転車などが投棄されているのが多く見受けられます。水
路の機能を阻害し、風情のある景観も損ねますので、ご
みなどの投棄はやめましょう。

■不法に道路や水路を占用していませんか？
　看板や日よけ、放置自転車などで歩道・車道・水路を

不法に占用しているケースを目にします。このような
不法占用は通行の妨げ及び維持管理の上で支障となり
大変危険です。また、無断で道路や水路（橋、仮設の
ものも含む）を占用することは法律で禁止されてお
り、市、国、県などの管理者の占用許可申請が必要で
す。

▶許可の要件
　道路・水路以外の場所に余地がなく、道路・水路の構

造・機能に支障がなく、法律等の基準に適合している
こと。

■境界確認のお願い
　道路や水路との境界にブロック塀等の工作物を設置する

場合には、事前に管理者との境界確認をお願いします。
※詳細は、下記までお問い合わせください。

田島２丁目

６－１

町名・住居表示板（例）

●水路をきれいにしましょう

問土木課河川水路係☎㉒８２１６（市役所５階）
　下水道課下水道係☎㉒８２１９（市役所５階）

　中央公民館ホールの緞帳は、昭和53年に開館を記念し
て故岩澤重夫氏が原画「海苑」（日田市所蔵）を基に横
長く描き直したものです。
　今回、日田市複合文化施設への改修工事に伴い、緞帳
を取り外すことから、再利用や展示などを行っていただ
ける市民や企業、団体に無償でお譲りします。

▶大きさ　おおむね　縦４.６ｍ　横11.６ｍ
▶譲渡の対象　
　市民又は市内に事業所等を有する企業・団体・法人を

優先としますが、応募状況により市外の人も認める場
合があります。

▶譲渡に係る意向申込期限　８月31日㈪
※期限までに担当まで譲渡に係る意向をお知らせください。
※譲渡後の再活用等内容を考慮し、選考させていただきます。
▶経費の負担
　譲受者の負担…ステージから緞帳を取り外し、一時保

管しておりますので、その後の一切の経費（運搬、ク
リーニング、補修や設置に係る経費等）

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒８２２４（市役所２階）

●2015 日田市人権講演会を開催します
　「差別をなくす運動月間（８月1日～31日）」の市民
啓発事業として、標記講演会を開催します。
　今回は、年間100回を超えるトークコンサートを開催
し、難病や障がいを抱える人への理解を呼びかけている
「エスペランサ」の二人をお招きします。
　是非、ご来場ください。

▶とき　　８月20日㈭　午後７時～
▶ところ　パトリア日田　大ホール　※入場無料。　
▶演題　「闘病・絶望・ひきこもりの奇跡の復帰
　　　　　　　　　　　　　～夢をあきらめないで～」

問人権・同和対策課啓発推進係☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　奥田良子（フルート・オ
カリナ）と夫である奥田勝
彦（ベース）で結成。挫折
から社会復帰に至るまでの
「 出 逢 い 」 「 励 ま し 」 な
ど、自身の経験をコンサー
トで語り、「夢」「希望」
「勇気」「生きる幸せ」を
伝えている。

【ＥＳＰＥＲＡＮＺＡ（エスぺランサ）プロフィール】

問財政課公有財産管理係☎㉒８２１５（市役所４階）

●外国につながるお母さん・お父さんのための子育て相談会

　日田に住む外国にルーツがある子育て世代の保護者を対象
に、専門家やサポーターが日本で子供を育てるときの不安や
悩みの相談に応じます。 ▶とき　第１回　８月９日㈰

　　　　第２回　８月30日㈰
　　　　いずれも午後２時～４時30分
▶ところ　桂林公民館
※参加無料、通訳あり。
※下記に電話でお申し込みください。

Child raising counseling for mothers ＆ fathers who come from overseas or have a different 
culture from Japan.

物件番号

20
22Ａ
22Ｉ
22Ｊ
22Ｌ
22Ｍ

区分

土地
土地
土地
土地
土地
土地

大字二串208番9外
大字三和2467番6
大山町東大山字穴ノ元1638番9外
大山町東大山字東小畑ケ1597番8
大山町東大山字東小畑ケ1597番9
大山町東大山字東小畑ケ1597番12外
大山町東大山字穴ノ元1638番17

物件名

教田用地
ふるや台（Ａ）
ふるや台（Ｉ）
ふるや台（Ｊ）
ふるや台（Ｌ）
ふるや台（Ｍ）

地目
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地

最低制限価格

534万2千円
256万8千円
211万6千円
219万3千円
242万6千円
278万4千円

午前10時30分～
午前11時30分～
午後１時30分～
午前９時30分～
午前10時30分～
午前11時30分～

登記面積

265.75㎡
318.06㎡
286.84㎡
322.98㎡
343.75㎡
355.04㎡

入札日所在地

８月
27日㈭

８月
28日㈮

午前９時30分～566万5千円248.45㎡二串用地土地10

▶入札参加資格
・個人で市税等を完納している人（法人は参加できま

せん）
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、

破産者でない人等
▶特約条項
・住宅用地以外への用途変更禁止
・２年以内に住宅建築完了
・５年間の転売又は貸付禁止
▶入札方法　一般競争入札

▶入札参加受付期間・場所
　８月17日㈪～21日㈮
　市役所４階財政課公有財産管理係
▶現地説明会　８月19日㈬
　市役所４階401会議室　
　物件番号10（二串用地）　　　午前10時～
　物件番号20（教田用地）　　　午後１時30分～
　物件番号22（ふるや台用地）　午後３時30分～
▶入札会場　市役所４階401会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必

要です。
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

●協働のまちづくり出前懇談会開催
　「協働のまちづくり出前懇談会」は、市の部課長などが地域に出向き、日田
市の現状や事業などを説明して、市民の皆さんと意見交換を行う懇談会です。
　特に、今回は裏表紙の「日田市版地方創生」等について、ご意見をお伺いし
たいので、是非、女性や若い人たちをはじめ、多くの皆様の積極的な参加をお
待ちしています。

問企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

開催地区名
五和
中川
咸宜

８月７日㈮　午後７時30分
８月７日㈮　午後７時　　
８月19日㈬　午後７時　　
　　

五和公民館
天瀬公民館
咸宜公民館

開催日時 開催会場 開催地区名
中津江
高瀬
馬原

８月19日㈬　午後７時30分
８月21日㈮　午後７時　　
８月24日㈪　午後７時　　

中津江振興局
高瀬公民館

天瀬公民館東渓分館

開催日時 開催会場

もっと知りたい！日本で子育てＡ to Ｚ
Want to know more! Parenting in Japan: Ａ to Ｚ
想了解更多！在日育儿 Ａ to Ｚ

●行政資料コーナーをご活用ください

　市役所１階に行政資料コーナーを設置しています。
　日田市の例規集、予算書、各種計画書、市議会会議録等
を置いていますので、ご利用ください。

問総務課行政係（３日以内窓口）☎㉒８２３３（市役所１階）

●市職員採用試験

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）
▶第１次試験日　９月20日㈰　
▶受付期間　　　８月３日㈪～21日㈮
▶申込方法　受験申込書等に必要事項を記入の上、下記に持参又は郵送
※持参の場合は、土・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５時まで受け付けます。
※郵送の場合は、８月21日㈮　午後５時必着です。
▶申込先　〒８７７-８６０１　日田市田島２丁目６番１号　総務課職員係（市役所４階）
▶採用予定数　　若干名
▶採用予定時期　平成28年４月１日
▶試験区分・受験資格

大学または高等学校を卒業又は卒業見込の人

大学、高等専門学校、高等学校を卒業又は卒業見込の人（土木の専門課程を専攻）

大学、高等専門学校、高等学校を卒業又は卒業見込の人（建築の専門課程を専攻）

一般事務

土木

建築

新卒者枠（年齢制限あり）

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で、次の要件を全て満たす昭和55年４月２日以降に生まれた人
・身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
・介助者なしに職務の遂行が可能な人
・活字印刷物による出題に対応できる人

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（土木の専門課程を専攻した
人又は土木施工管理技士の資格を有する人若しくは取得見込みの人）

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（建築の専門課程を専攻した
人又は２級以上の建築士の資格を有する人若しくは取得見込みの人）

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（保育士及び幼稚園教諭の資
格を有する人若しくは取得見込みの人）

一般事務

身体
障がい者

土木

建築

機械

保育士

一般枠（新卒者枠に該当しない人が対象）

　平成27年度日田市職員採用試験を実施します。詳細は、日田市職員採用試験案内（総務課、３日以内窓口、各振興局・
振興センタ―で配布）をご覧ください。試験案内は、市ホームページからダウンロードすることもできます。

市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

私たちと
一緒に
働きませんか！

大学、高等専門学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（機械の専門課程を専攻）

電気 大学、高等専門学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（電気の専門課程を専攻した
人又は電気工事施工管理技士等の資格を有する人若しくは取得見込みの人）

学芸員
大学を卒業又は卒業見込みの人で次の要件を満たす昭和60年４月２日以降に生まれた人
・自然科学史・生物学・地学のいずれかの専門課程を専攻した人
・博物館法第５条第１項第１号に定める学芸員の資格を有する人若しくは取得見込みの人

※学歴・資格等の見込要件については、いずれも平成 28 年３月末日までの卒業（取得）となります。

●子ども・子育て支援講演会を開催します
　次世代を担う子供たちの健やかな成長を育むため、今年度からが開始された、「子ども・子育て支援新制度」での切れ
目のない子供・子育て支援に向けた講演会を開催します。

▶とき　　８月９日㈰　
　　　　　午後２時～４時（午後１時30分開場）
▶ところ　パトリア日田　大ホール　※入場無料。
▶対象者　
・児童の保護者及び教育・保育関係者
・放課後児童クラブや放課後子ども教室を利用する

子供の保護者及び支援員等
・これから出産を予定している人や子供・子育てに

関心のある人 など

【講師プロフィール】

・内閣府子ども・子育て会議委員
・厚生労働省社会保障審議会専門委員
・放課後児童クラブの基準に関する専

門委員会委員長

柏女霊峰 氏
（淑徳大学総合福祉学部教授
　　　　　　　　 ・同大学院教授）

かしわめれいほう

問こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）
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市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

●町名表示板、住居番号表示板の再交付を受付

●中央公民館の緞帳をお譲りします

●市有地を売却します

問大分県人権教育ワークショップ研究会☎０９０-５０８５-９８６０（足立）
　人権・同和教育室☎㉒８２３６（市役所別館２階）

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

　住居表示制度が実施されている地域（住所が○番○号で表示されている地域）
では、玄関又は門など建物の入り口付近に「町名表示板」・「住居番号表示板」
を表示しなければなりません。
　表示板が剝がれたり、文字が読みにくい場合は、無料で再交付します。

　市内には中野川や城内川など、浸水防止の役割を担っ
た多くの水路があります。最近これらの水路にごみや自
転車などが投棄されているのが多く見受けられます。水
路の機能を阻害し、風情のある景観も損ねますので、ご
みなどの投棄はやめましょう。

■不法に道路や水路を占用していませんか？
　看板や日よけ、放置自転車などで歩道・車道・水路を

不法に占用しているケースを目にします。このような
不法占用は通行の妨げ及び維持管理の上で支障となり
大変危険です。また、無断で道路や水路（橋、仮設の
ものも含む）を占用することは法律で禁止されてお
り、市、国、県などの管理者の占用許可申請が必要で
す。

▶許可の要件
　道路・水路以外の場所に余地がなく、道路・水路の構

造・機能に支障がなく、法律等の基準に適合している
こと。

■境界確認のお願い
　道路や水路との境界にブロック塀等の工作物を設置する

場合には、事前に管理者との境界確認をお願いします。
※詳細は、下記までお問い合わせください。

田島２丁目

６－１

町名・住居表示板（例）

●水路をきれいにしましょう

問土木課河川水路係☎㉒８２１６（市役所５階）
　下水道課下水道係☎㉒８２１９（市役所５階）

　中央公民館ホールの緞帳は、昭和53年に開館を記念し
て故岩澤重夫氏が原画「海苑」（日田市所蔵）を基に横
長く描き直したものです。
　今回、日田市複合文化施設への改修工事に伴い、緞帳
を取り外すことから、再利用や展示などを行っていただ
ける市民や企業、団体に無償でお譲りします。

▶大きさ　おおむね　縦４.６ｍ　横11.６ｍ
▶譲渡の対象　
　市民又は市内に事業所等を有する企業・団体・法人を

優先としますが、応募状況により市外の人も認める場
合があります。

▶譲渡に係る意向申込期限　８月31日㈪
※期限までに担当まで譲渡に係る意向をお知らせください。
※譲渡後の再活用等内容を考慮し、選考させていただきます。
▶経費の負担
　譲受者の負担…ステージから緞帳を取り外し、一時保

管しておりますので、その後の一切の経費（運搬、ク
リーニング、補修や設置に係る経費等）

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒８２２４（市役所２階）

●2015 日田市人権講演会を開催します
　「差別をなくす運動月間（８月1日～31日）」の市民
啓発事業として、標記講演会を開催します。
　今回は、年間100回を超えるトークコンサートを開催
し、難病や障がいを抱える人への理解を呼びかけている
「エスペランサ」の二人をお招きします。
　是非、ご来場ください。

▶とき　　８月20日㈭　午後７時～
▶ところ　パトリア日田　大ホール　※入場無料。　
▶演題　「闘病・絶望・ひきこもりの奇跡の復帰
　　　　　　　　　　　　　～夢をあきらめないで～」

問人権・同和対策課啓発推進係☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　奥田良子（フルート・オ
カリナ）と夫である奥田勝
彦（ベース）で結成。挫折
から社会復帰に至るまでの
「 出 逢 い 」 「 励 ま し 」 な
ど、自身の経験をコンサー
トで語り、「夢」「希望」
「勇気」「生きる幸せ」を
伝えている。

【ＥＳＰＥＲＡＮＺＡ（エスぺランサ）プロフィール】

問財政課公有財産管理係☎㉒８２１５（市役所４階）

●外国につながるお母さん・お父さんのための子育て相談会

　日田に住む外国にルーツがある子育て世代の保護者を対象
に、専門家やサポーターが日本で子供を育てるときの不安や
悩みの相談に応じます。 ▶とき　第１回　８月９日㈰

　　　　第２回　８月30日㈰
　　　　いずれも午後２時～４時30分
▶ところ　桂林公民館
※参加無料、通訳あり。
※下記に電話でお申し込みください。

Child raising counseling for mothers ＆ fathers who come from overseas or have a different 
culture from Japan.

物件番号

20
22Ａ
22Ｉ
22Ｊ
22Ｌ
22Ｍ

区分

土地
土地
土地
土地
土地
土地

大字二串208番9外
大字三和2467番6
大山町東大山字穴ノ元1638番9外
大山町東大山字東小畑ケ1597番8
大山町東大山字東小畑ケ1597番9
大山町東大山字東小畑ケ1597番12外
大山町東大山字穴ノ元1638番17

物件名

教田用地
ふるや台（Ａ）
ふるや台（Ｉ）
ふるや台（Ｊ）
ふるや台（Ｌ）
ふるや台（Ｍ）

地目
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地
宅地

最低制限価格

534万2千円
256万8千円
211万6千円
219万3千円
242万6千円
278万4千円

午前10時30分～
午前11時30分～
午後１時30分～
午前９時30分～
午前10時30分～
午前11時30分～

登記面積

265.75㎡
318.06㎡
286.84㎡
322.98㎡
343.75㎡
355.04㎡

入札日所在地

８月
27日㈭

８月
28日㈮

午前９時30分～566万5千円248.45㎡二串用地土地10

▶入札参加資格
・個人で市税等を完納している人（法人は参加できま

せん）
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、

破産者でない人等
▶特約条項
・住宅用地以外への用途変更禁止
・２年以内に住宅建築完了
・５年間の転売又は貸付禁止
▶入札方法　一般競争入札

▶入札参加受付期間・場所
　８月17日㈪～21日㈮
　市役所４階財政課公有財産管理係
▶現地説明会　８月19日㈬
　市役所４階401会議室　
　物件番号10（二串用地）　　　午前10時～
　物件番号20（教田用地）　　　午後１時30分～
　物件番号22（ふるや台用地）　午後３時30分～
▶入札会場　市役所４階401会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必

要です。
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

●協働のまちづくり出前懇談会開催
　「協働のまちづくり出前懇談会」は、市の部課長などが地域に出向き、日田
市の現状や事業などを説明して、市民の皆さんと意見交換を行う懇談会です。
　特に、今回は裏表紙の「日田市版地方創生」等について、ご意見をお伺いし
たいので、是非、女性や若い人たちをはじめ、多くの皆様の積極的な参加をお
待ちしています。

問企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

開催地区名
五和
中川
咸宜

８月７日㈮　午後７時30分
８月７日㈮　午後７時　　
８月19日㈬　午後７時　　
　　

五和公民館
天瀬公民館
咸宜公民館

開催日時 開催会場 開催地区名
中津江
高瀬
馬原

８月19日㈬　午後７時30分
８月21日㈮　午後７時　　
８月24日㈪　午後７時　　

中津江振興局
高瀬公民館

天瀬公民館東渓分館

開催日時 開催会場

もっと知りたい！日本で子育てＡ to Ｚ
Want to know more! Parenting in Japan: Ａ to Ｚ
想了解更多！在日育儿 Ａ to Ｚ

●行政資料コーナーをご活用ください

　市役所１階に行政資料コーナーを設置しています。
　日田市の例規集、予算書、各種計画書、市議会会議録等
を置いていますので、ご利用ください。

問総務課行政係（３日以内窓口）☎㉒８２３３（市役所１階）

●市職員採用試験

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）
▶第１次試験日　９月20日㈰　
▶受付期間　　　８月３日㈪～21日㈮
▶申込方法　受験申込書等に必要事項を記入の上、下記に持参又は郵送
※持参の場合は、土・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５時まで受け付けます。
※郵送の場合は、８月21日㈮　午後５時必着です。
▶申込先　〒８７７-８６０１　日田市田島２丁目６番１号　総務課職員係（市役所４階）
▶採用予定数　　若干名
▶採用予定時期　平成28年４月１日
▶試験区分・受験資格

大学または高等学校を卒業又は卒業見込の人

大学、高等専門学校、高等学校を卒業又は卒業見込の人（土木の専門課程を専攻）

大学、高等専門学校、高等学校を卒業又は卒業見込の人（建築の専門課程を専攻）

一般事務

土木

建築

新卒者枠（年齢制限あり）

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で、次の要件を全て満たす昭和55年４月２日以降に生まれた人
・身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
・介助者なしに職務の遂行が可能な人
・活字印刷物による出題に対応できる人

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（土木の専門課程を専攻した
人又は土木施工管理技士の資格を有する人若しくは取得見込みの人）

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（建築の専門課程を専攻した
人又は２級以上の建築士の資格を有する人若しくは取得見込みの人）

高等学校以上の学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（保育士及び幼稚園教諭の資
格を有する人若しくは取得見込みの人）

一般事務

身体
障がい者

土木

建築

機械

保育士

一般枠（新卒者枠に該当しない人が対象）

　平成27年度日田市職員採用試験を実施します。詳細は、日田市職員採用試験案内（総務課、３日以内窓口、各振興局・
振興センタ―で配布）をご覧ください。試験案内は、市ホームページからダウンロードすることもできます。

市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

私たちと
一緒に
働きませんか！

大学、高等専門学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（機械の専門課程を専攻）

電気 大学、高等専門学校を卒業又は卒業見込みの人で昭和60年４月２日以降に生まれた人（電気の専門課程を専攻した
人又は電気工事施工管理技士等の資格を有する人若しくは取得見込みの人）

学芸員
大学を卒業又は卒業見込みの人で次の要件を満たす昭和60年４月２日以降に生まれた人
・自然科学史・生物学・地学のいずれかの専門課程を専攻した人
・博物館法第５条第１項第１号に定める学芸員の資格を有する人若しくは取得見込みの人

※学歴・資格等の見込要件については、いずれも平成 28 年３月末日までの卒業（取得）となります。

●子ども・子育て支援講演会を開催します
　次世代を担う子供たちの健やかな成長を育むため、今年度からが開始された、「子ども・子育て支援新制度」での切れ
目のない子供・子育て支援に向けた講演会を開催します。

▶とき　　８月９日㈰　
　　　　　午後２時～４時（午後１時30分開場）
▶ところ　パトリア日田　大ホール　※入場無料。
▶対象者　
・児童の保護者及び教育・保育関係者
・放課後児童クラブや放課後子ども教室を利用する

子供の保護者及び支援員等
・これから出産を予定している人や子供・子育てに

関心のある人 など

【講師プロフィール】

・内閣府子ども・子育て会議委員
・厚生労働省社会保障審議会専門委員
・放課後児童クラブの基準に関する専

門委員会委員長

柏女霊峰 氏
（淑徳大学総合福祉学部教授
　　　　　　　　 ・同大学院教授）

かしわめれいほう

問こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）
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くらしの情報 く ら し の 情 報次回の広報ひた８月15日号は、８月17日㈪に発送します。

Information ７.１

試
験

Information ８.１くらしの情報

　
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

　
　
　
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
70
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈯
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７
　

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗

り
、
医
療
費
や
保
険
料
等
の
還
付
金
が
あ

る
と
偽
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る

詐
欺
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
や
年
金
事
務
所
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
流
出
し
た
個
人
情
報

を
削
除
す
る
と
持
ち
か
け
て
、
だ
ま
そ
う

と
す
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
き

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
日
田
市
成
人
式
を
開
催

■
と
き
　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
　
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
12
月
中
旬
に
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
中
旬
ま
で
に
は

が
き
で
通
知
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
、
司
会
者
、

二
十
歳
の
決
意
発
表
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
　
２
人
（
新
成
人
と
し

て
の
決
意
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
エ

イ
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
）

※
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
全
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発

表
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
９
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
左
記
に
電
話
、
は

が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

　
　
㉒
８
３
８
０

平
成
27
年
度
就
職
説
明
会
　

　
新
規
大
卒
者
等
及
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
を
対
象
に
し
た
就
職
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
13
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ト
キ
ハ
会
館
５
階
　
ロ
ー

ズ
・
カ
ト
レ
ア
の
間
（
大
分
市
）

■
対
象
者
　

①
平
成
28
年
３
月
大
学
院
・
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予
定
者

②
既
卒
３
年
以
内
の
求
職
者

③
大
分
県
外
在
住
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
履
歴
書
（
面
接
企

業
数
分
）
、
筆
記
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
参
加
企
業

・
県
内
企
業
60
社
参
加
予
定

※

８
月
３
日
月
以
降
に
、
大
分
労
働
局
、
大
分

県
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
大
分
市
公
共
職
業
安
定
所
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

ひ
ろ
ば
21
職
業
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

８
６
０
０

　
商
工
労
政
課
商
業
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
気
軽
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を

　　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
は
、
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
県
と
市
が
設
置
し
た
公
的
な
就
職
支

援
機
関
で
す
。

　
「
ど
ん
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」
「
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接

の
練
習
を
し
た
い
」
「
働
く
こ
と
へ
の
不

安
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
就
職
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
無
料
で
対
応
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。

※

事
前
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ

ラ
イ
ト
に
電
話
連
絡
い
た
だ
く
と
お
待
た
せ

し
ま
せ
ん
。

■
開
所
時
間
　

　
月
〜
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
商
工
会
館
１
階

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

　
イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域
の
農

地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状

況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

福
祉
手
当
の
支
給

　　
８
月
は
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
月
で
す
。
受
給
者
か
ら

届
出
の
あ
っ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
、
５

月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
か
月
分
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
振
込
日
　
８
月
10
日
㈪

※

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
へ
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
へ
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と
は

　
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
要
す
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

■
対
象

　
特
別
障
害
者
手
当…

20
歳
以
上
の
人

　
障
害
児
福
祉
手
当…

20
歳
未
満
の
人

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
の

　
現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
指
定
し
た
期
間
に
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
、
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
、
又
は
そ
の
養
父

母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
子
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
の
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※

児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
に
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

　
ひ
と
り
親
が
抱
え
る
様
々
な
法
律
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
専
門
的
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
７
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
程
度
。

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
　
３
０
２
会
議
室

■
対
象
者
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
8
月
21
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
8
月
28
日
㈮

　
内
容
　
子
ど
も
の
事
故
予
防
の
お
話

　
　
　
　
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

③
と
き
　
9
月
４
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

④
と
き
　
９
月
11
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。

（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
８
月
20
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活
改

善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
薄
味
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
と
き

　
８
月
19
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
大
山
保
健
セ
ン
タ
ー

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
電
話
で
左
記
へ
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
10
日
㈪

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
物
故
者
供
養
、
踊
り
、
打
ち
上
げ
花

火
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
20
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

第
23
回
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
in
伏
木

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
６
組
が
出
演
し
ま

す
。
屋
台
や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈯
　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
伏
木
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

問
☎
０
９
０‐

３
８
８
４‐

１
７
９
８
（
宮
木
）

出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
参
加
者
募
集

　
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
男
女
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
23
日
㈰
　
午
後
５
時
〜
８
時

　
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場

□
対
象
　
25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

（
各
20
人
）

※

男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

※

再
婚
を
希
望
す
る
人
、
子
供
が
い
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

※

食
事
代
は
自
己
負
担
。

□
申
込
期
限
　
８
月
17
日
㈪

問
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
３
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
８
月
26
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０

ひ
ろ
の
ば
体
操
で
「
足
育
」
講
演
会

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
歩
く
た
め
の
足
づ

く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
24
日
㈪
　
正
午
〜
午
後
２
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□
参
加
券
取
扱
い

　
パ
ト
リ
ア
日
田
・
明
屋
書
店

問
ゆ
び
の
ば
ひ
ろ
ば
日
田

　
☎
０
８
０‐

８
５
５
０‐

９
４
３
９
（
原
）

平
成
27
年
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
む
金
婚
夫
婦
を
お

祝
い
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
26
日
㈯
　
午
後
１
時
開
式

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

□
申
込
締
切
　
８
月
28
日
㈮

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２‐

７
１
１‐

５
６
２
０

子
育
て
を
考
え
る
講
演
会

「
あ
な
た
は
子
ど
も
に
何
を
遺
せ
ま
す
か
」

　
「
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」
の
著
者
、

安
武
信
吾
さ
ん
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
26
日
㈯
　
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

□
入
場
料
　
無
料

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
社
販
売
局
企
画
開
発
部

　
☎
０
９
２‐

７
１
１‐

５
４
３
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

完全な「ひとりよがり」

　2006年、３児が巻き込まれた福岡市の凄惨
な交通事故を教訓に、「飲酒運転の撲滅」を
日本中が誓ったはずでした…。
　日本損保協会がまとめた2014年の飲酒運転
による事故件数のワースト１位は大阪府で236
件。次いで、愛知県、千葉県と続き、いずれ
も年間200件以上の事故が報告されています。
　運転人口の多い地域が事故件数も多くなる
傾向があるため、運転免許保有者10万人あた
りの飲酒運転事故件数を見ると、沖縄県と香
川県が平均件数を大きく上回るワースト上位
となっています。
　そもそも「運転」という行為は、運転者本人
だけでなく、同乗者や周囲の歩行者の生命にか
かわる危険を伴うものです。だからこそ「安全
を重視し、命を大切にする」という約束のも
と、運転免許が与えられるものです。
　 し か し な が ら 、 取 り 締 ま り の み を 警 戒
し、「捕まらなければ大丈夫」といった楽観
的かつ自己中心的な運転は、免許制に反する
行為であるばかりでなく、「人道・道徳に違
反する行為」という自覚が足りていないとい
えます。
　飲酒は、運動機能や理性心の低下を引き起
こし、さらには判断力も鈍るなど、運転に不
適合な状況をつくりだします。福岡市では、
前出の事故以後も市職員の飲酒運転が発覚
し、その都度「宴会自粛」などの措置をとっ
ていますが、果たして効果的な措置といえる
で し ょ う か 。 飲 酒 の 機 会 を 減 ら す だ け で
は、「生命を尊重する」倫理観の醸成には至
らず、懲罰的な措置で終わってしまうような
気がします。
　飲酒運転は、被害者とその家族はもちろ
ん、加害者の家族まで巻き込み、一瞬で平穏
な日常を破壊してしまいます。飲酒運転が重
大な犯罪行為であると同時に、「人権侵害」
であることを肝に銘じなければいけません。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）　

Information ７.１

くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月17日㈪に発送します。Information ８.１ く ら し の 情 報 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

募
集

屋
久
島
町
の
噴
火
災
害
に
対
す
る

   

日
田
市
義
援
金
の
受
付
報
告

       

並
び
に
送
金
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳

の
噴
火
災
害
に
対
し
、
６
月
５
日
か
ら
30
日

ま
で
義
援
金
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
お
預
り
し
た
義
援
金

は
、
７
月
３
日
付
け
で
左
記
へ
送
金
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
日
田
市
議
会
に
お
い
て
も
、
左

記
の
と
お
り
見
舞
金
を
送
金
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
日
田
市
義
援
金
に
つ
い
て

・
件
数
　
６
３
０
件

・
金
額
　
87
万
９
０
６
９
円

・
送
金
先
　
屋
久
島
町
（
口
永
良
部
島
災

害
義
援
金
）

■
日
田
市
議
会
見
舞
金
に
つ
い
て

・
金
額
　
５
万
円

・
送
金
先
　
屋
久
島
町
議
会

・
送
金
日
　
６
月
26
日
㈮

※
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部
日
田
市
地
区

（
健
康
保
険
課
内
）
で
は
、
平
成
27
年
12
月

25
日
㈮
ま
で
引
き
続
き
、
義
援
金
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
参
加
者
募
集

■
と
き
　
8
月
28
日
㈮
〜
11
月
27
日
㈮
の

間
（
平
日
週
３
日
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
　
虹
の
家

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
者
す
る
人

■
受
講
料
　
7
万
5
6
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
他
、
税
込
）

■
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
度

　
　
障
害
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

■
選
考
日
　
10
月
17
日
㈯

■
募
集
人
員
　
１
０
０
人

■
応
募
受
付
期
間
　

　
８
月
３
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈭

■
応
募
資
格
　
来
年
３
月
（
本
年
９
月
卒

業
も
含
む
）
に
高
等
学
校
、
短
大
、
大

学
等
を
卒
業
見
込
み
の
人
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
、
又
は

取
得
可
能
な
人

・
精
神
障
害
者
で
統
合
失
調
症
、
そ
う
う

つ
病
、
て
ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断

を
受
け
て
い
る
人
で
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
人

問
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３
‐
７
４
１
‐
５
４
３
１

「
と
き
め
き
作
品
展
」

　
　
　
　
　
　
　
出
展
作
品
募
集

　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し

て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
26
日
㈭
〜
30
日
㈪

■
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
　
ア
ト
リ
ウ
ム
プ

ラ
ザ
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品
　
書
・
陶
芸
作
品
・
絵
画
・

工
芸
・
写
真
・
合
作

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
障
が
い
児
・

者
（
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま

せ
ん
）

■
応
募
方
法
　
社
会
福
祉
課
又
は
各
振
興

局
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
作
品
の
写
真

を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈪

※
振
興
局
に
申
し
込
む
場
合
は
8
月
27
日
㈭
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

離
婚
時
の
年
金
分
割
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
２
年
以
内
に

　
「
離
婚
分
割
」
と
は
離
婚
等
を
し
た
際

に
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当

事
者
間
で
分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

　
当
事
者
間
の
合
意
や
裁
判
手
続
き
に
よ

り
年
金
分
割
の
割
合
を
定
め
て
い
る
場
合

や
、
厚
生
年
金
保
険
者
及
び
共
済
組
合
の

組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
（
夫
）
で
あ
る
専
業
主
婦
（
主

夫
）
な
ど
）
か
ら
の
請
求
で
分
割
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
請
求
の
手
続
き
は
、
原
則
離
婚
後
2
年

を
経
過
す
る
と
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

 

第
21
回
ひ
た
４
２
１
９
５
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
大
会
出
場
者
募
集

■
と
き
　
10
月
25
日
㈰ 

午
前
８
時
ス
タ
ー

ト
（
午
前
７
時
20
分
集
合
）

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
距
離

　
４
２
・
１
９
５
㎞
、
２
１
・
０
９
７
㎞

■
参
加
資
格

　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

※
小
学
生
は
２
１
・
０
９
７
㎞
の
み
で
、
必
ず

成
人
の
同
伴
者
の
参
加
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
高
校
生
以
上
　
２
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
１
５
０
０
円

※
申
込
書
は
、
市
役
所
、
各
振
興
局
、
陸
上
競

技
場
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
（
印
鑑
及
び
誓
約
事
項
の
同
意
が
必
要

で
す
）

※
当
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈪

大
会
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
大
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

第
11
回
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」

　
　
　
　
　
　
エ
ッ
セ
ー
募
集

　
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
教
育
の
協
働
の

取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
エ
ッ
セ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
募
集
部
門

　
一
般
の
部
／
小
・
中
・
高
・
大
学
等
の
部

■
テ
ー
マ
　
読
書
と
私

■
応
募
条
件

・
高
校
生
以
上
・
一
般

　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

・
小
・
中
学
生

　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

■
応
募
受
付
期
限
　
９
月
１
日
㈫

■
応
募
先
　

　
〒
８
７
０
‐
８
５
０
３

　
大
分
市
府
内
町
３
丁
目
10
番
１
号

　
大
分
県
教
育
の
日
推
進
会
議
事
務
局

（
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
内
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
８

※
詳
細
は
右
記
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
大

分
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

平
成
27
年
度
自
衛
官
募
集

■
対
象
・
試
験
日
・
会
場

・
航
空
学
生
　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
人

　
９
月
23
日
㈷
　
大
分
商
工
会
議
所

・
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
９
月
19
日
㈯
　
玖
珠
自
治
会
館

・
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
男
子
　
９
月
19
日
㈯
　
玖
珠
自
治
会
館

　
女
子
　
９
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯ 

大
分
中

小
企
業
会
館
及
び
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
㈫

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

　
事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

平
成
27
年
度
大
分
県
警
察
官

Ａ
採
用
試
験
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
）

■
受
験
資
格
　
①
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
大

学
卒
業
程
度
）
②
警
察
官
Ａ
（
女
性
・

大
学
卒
業
程
度
）

※

①
、
②
共
に
、
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

■
受
付
期
間
　
８
月
３
日
㈪
〜
21
日
㈮

■
試
験
日
　
９
月
20
日
㈰

※

申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

２
１
３
１

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
で
西

部
振
興
局
管
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
対

象
で
す
。

■
種
別
　
網
猟
・
わ
な
猟

■
試
験
日

　
９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
会
場
　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
受
験
手
数
料

　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免
許
を
お
持

ち
で
、
他
の
狩
猟
免
許
を
受
験
す
る
人

は
３
９
０
０
円
）

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
８
月
20
日
㈭
〜
９
月
２
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
8
月

は
お
盆
前
の
8
月
9
日
を
「
開
設
日
」
と

し
ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　

　
8
月
9
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
8
月
の
第
3
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　 

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

　

「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、
う
た
よ
み
お
は
な

し
マ
ム
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

・
８
月
８
日
㈯
　
午
後
７
時
〜
８
時

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
待
合
室

・
８
月
９
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時

　snow
peak

奥
日
田
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
□
参
加
費
　
無
料

問
エ
ホ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
７
０
‐
６
５
９
６
‐
７
０
９
４
（
石
松
）

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
巻
き
寿
し
作
り

　
夏
休
み
に
親
子
で
プ
ロ
が
指
導
す
る
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
19
日
㈬
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
西
部
保
健
所

□
対
象
　
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
生
徒
と

保
護
者
（
２
人
１
組
）

□
募
集
数
　
12
組
（
先
着
順
）

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
締
切
　
８
月
10
日
㈪

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
食
品
衛
生
協
会

　
☎
㉔
０
７
０
０

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
19
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

く ら し の 情 報
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くらしの情報 く ら し の 情 報次回の広報ひた８月15日号は、８月17日㈪に発送します。

Information ７.１

試
験

Information ８.１くらしの情報

　
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

　
　
　
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
70
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈯
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７
　

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗

り
、
医
療
費
や
保
険
料
等
の
還
付
金
が
あ

る
と
偽
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る

詐
欺
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
や
年
金
事
務
所
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
流
出
し
た
個
人
情
報

を
削
除
す
る
と
持
ち
か
け
て
、
だ
ま
そ
う

と
す
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
き

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
日
田
市
成
人
式
を
開
催

■
と
き
　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
　
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
12
月
中
旬
に
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
中
旬
ま
で
に
は

が
き
で
通
知
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
、
司
会
者
、

二
十
歳
の
決
意
発
表
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
　
２
人
（
新
成
人
と
し

て
の
決
意
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
エ

イ
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
）

※
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
全
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発

表
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
９
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
左
記
に
電
話
、
は

が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

　
　
㉒
８
３
８
０

平
成
27
年
度
就
職
説
明
会
　

　
新
規
大
卒
者
等
及
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
を
対
象
に
し
た
就
職
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
13
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ト
キ
ハ
会
館
５
階
　
ロ
ー

ズ
・
カ
ト
レ
ア
の
間
（
大
分
市
）

■
対
象
者
　

①
平
成
28
年
３
月
大
学
院
・
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予
定
者

②
既
卒
３
年
以
内
の
求
職
者

③
大
分
県
外
在
住
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
履
歴
書
（
面
接
企

業
数
分
）
、
筆
記
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
参
加
企
業

・
県
内
企
業
60
社
参
加
予
定

※

８
月
３
日
月
以
降
に
、
大
分
労
働
局
、
大
分

県
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
大
分
市
公
共
職
業
安
定
所
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

ひ
ろ
ば
21
職
業
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

８
６
０
０

　
商
工
労
政
課
商
業
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
気
軽
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を

　　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
は
、
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
県
と
市
が
設
置
し
た
公
的
な
就
職
支

援
機
関
で
す
。

　
「
ど
ん
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」
「
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接

の
練
習
を
し
た
い
」
「
働
く
こ
と
へ
の
不

安
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
就
職
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
無
料
で
対
応
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。

※

事
前
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ

ラ
イ
ト
に
電
話
連
絡
い
た
だ
く
と
お
待
た
せ

し
ま
せ
ん
。

■
開
所
時
間
　

　
月
〜
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
商
工
会
館
１
階

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

　
イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域
の
農

地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状

況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

福
祉
手
当
の
支
給

　　
８
月
は
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
月
で
す
。
受
給
者
か
ら

届
出
の
あ
っ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
、
５

月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
か
月
分
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
振
込
日
　
８
月
10
日
㈪

※

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
へ
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
へ
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と
は

　
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
要
す
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

■
対
象

　
特
別
障
害
者
手
当…

20
歳
以
上
の
人

　
障
害
児
福
祉
手
当…

20
歳
未
満
の
人

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
の

　
現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
指
定
し
た
期
間
に
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
、
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
、
又
は
そ
の
養
父

母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
子
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
の
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※

児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
に
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

　
ひ
と
り
親
が
抱
え
る
様
々
な
法
律
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
専
門
的
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
７
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
程
度
。

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
　
３
０
２
会
議
室

■
対
象
者
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
8
月
21
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
8
月
28
日
㈮

　
内
容
　
子
ど
も
の
事
故
予
防
の
お
話

　
　
　
　
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

③
と
き
　
9
月
４
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

④
と
き
　
９
月
11
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。

（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
８
月
20
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活
改

善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
薄
味
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
と
き

　
８
月
19
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
大
山
保
健
セ
ン
タ
ー

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
電
話
で
左
記
へ
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
10
日
㈪

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
物
故
者
供
養
、
踊
り
、
打
ち
上
げ
花

火
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
20
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

第
23
回
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
in
伏
木

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
６
組
が
出
演
し
ま

す
。
屋
台
や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈯
　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
伏
木
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

問
☎
０
９
０‐

３
８
８
４‐

１
７
９
８
（
宮
木
）

出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
参
加
者
募
集

　
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
男
女
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
23
日
㈰
　
午
後
５
時
〜
８
時

　
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場

□
対
象
　
25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

（
各
20
人
）

※

男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

※

再
婚
を
希
望
す
る
人
、
子
供
が
い
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

※

食
事
代
は
自
己
負
担
。

□
申
込
期
限
　
８
月
17
日
㈪

問
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
３
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
８
月
26
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０

ひ
ろ
の
ば
体
操
で
「
足
育
」
講
演
会

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
歩
く
た
め
の
足
づ

く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
24
日
㈪
　
正
午
〜
午
後
２
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□
参
加
券
取
扱
い

　
パ
ト
リ
ア
日
田
・
明
屋
書
店

問
ゆ
び
の
ば
ひ
ろ
ば
日
田

　
☎
０
８
０‐

８
５
５
０‐

９
４
３
９
（
原
）

平
成
27
年
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
む
金
婚
夫
婦
を
お

祝
い
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
26
日
㈯
　
午
後
１
時
開
式

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

□
申
込
締
切
　
８
月
28
日
㈮

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２‐

７
１
１‐

５
６
２
０

子
育
て
を
考
え
る
講
演
会

「
あ
な
た
は
子
ど
も
に
何
を
遺
せ
ま
す
か
」

　
「
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」
の
著
者
、

安
武
信
吾
さ
ん
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
26
日
㈯
　
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

□
入
場
料
　
無
料

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
社
販
売
局
企
画
開
発
部

　
☎
０
９
２‐

７
１
１‐

５
４
３
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

完全な「ひとりよがり」

　2006年、３児が巻き込まれた福岡市の凄惨
な交通事故を教訓に、「飲酒運転の撲滅」を
日本中が誓ったはずでした…。
　日本損保協会がまとめた2014年の飲酒運転
による事故件数のワースト１位は大阪府で236
件。次いで、愛知県、千葉県と続き、いずれ
も年間200件以上の事故が報告されています。
　運転人口の多い地域が事故件数も多くなる
傾向があるため、運転免許保有者10万人あた
りの飲酒運転事故件数を見ると、沖縄県と香
川県が平均件数を大きく上回るワースト上位
となっています。
　そもそも「運転」という行為は、運転者本人
だけでなく、同乗者や周囲の歩行者の生命にか
かわる危険を伴うものです。だからこそ「安全
を重視し、命を大切にする」という約束のも
と、運転免許が与えられるものです。
　 し か し な が ら 、 取 り 締 ま り の み を 警 戒
し、「捕まらなければ大丈夫」といった楽観
的かつ自己中心的な運転は、免許制に反する
行為であるばかりでなく、「人道・道徳に違
反する行為」という自覚が足りていないとい
えます。
　飲酒は、運動機能や理性心の低下を引き起
こし、さらには判断力も鈍るなど、運転に不
適合な状況をつくりだします。福岡市では、
前出の事故以後も市職員の飲酒運転が発覚
し、その都度「宴会自粛」などの措置をとっ
ていますが、果たして効果的な措置といえる
で し ょ う か 。 飲 酒 の 機 会 を 減 ら す だ け で
は、「生命を尊重する」倫理観の醸成には至
らず、懲罰的な措置で終わってしまうような
気がします。
　飲酒運転は、被害者とその家族はもちろ
ん、加害者の家族まで巻き込み、一瞬で平穏
な日常を破壊してしまいます。飲酒運転が重
大な犯罪行為であると同時に、「人権侵害」
であることを肝に銘じなければいけません。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）　

Information ７.１

くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月17日㈪に発送します。Information ８.１ く ら し の 情 報 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

募
集

屋
久
島
町
の
噴
火
災
害
に
対
す
る

   

日
田
市
義
援
金
の
受
付
報
告

       

並
び
に
送
金
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳

の
噴
火
災
害
に
対
し
、
６
月
５
日
か
ら
30
日

ま
で
義
援
金
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
お
預
り
し
た
義
援
金

は
、
７
月
３
日
付
け
で
左
記
へ
送
金
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
日
田
市
議
会
に
お
い
て
も
、
左

記
の
と
お
り
見
舞
金
を
送
金
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
日
田
市
義
援
金
に
つ
い
て

・
件
数
　
６
３
０
件

・
金
額
　
87
万
９
０
６
９
円

・
送
金
先
　
屋
久
島
町
（
口
永
良
部
島
災

害
義
援
金
）

■
日
田
市
議
会
見
舞
金
に
つ
い
て

・
金
額
　
５
万
円

・
送
金
先
　
屋
久
島
町
議
会

・
送
金
日
　
６
月
26
日
㈮

※
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部
日
田
市
地
区

（
健
康
保
険
課
内
）
で
は
、
平
成
27
年
12
月

25
日
㈮
ま
で
引
き
続
き
、
義
援
金
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
参
加
者
募
集

■
と
き
　
8
月
28
日
㈮
〜
11
月
27
日
㈮
の

間
（
平
日
週
３
日
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
　
虹
の
家

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
者
す
る
人

■
受
講
料
　
7
万
5
6
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
他
、
税
込
）

■
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
度

　
　
障
害
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

■
選
考
日
　
10
月
17
日
㈯

■
募
集
人
員
　
１
０
０
人

■
応
募
受
付
期
間
　

　
８
月
３
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈭

■
応
募
資
格
　
来
年
３
月
（
本
年
９
月
卒

業
も
含
む
）
に
高
等
学
校
、
短
大
、
大

学
等
を
卒
業
見
込
み
の
人
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
、
又
は

取
得
可
能
な
人

・
精
神
障
害
者
で
統
合
失
調
症
、
そ
う
う

つ
病
、
て
ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断

を
受
け
て
い
る
人
で
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
人

問
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３
‐
７
４
１
‐
５
４
３
１

「
と
き
め
き
作
品
展
」

　
　
　
　
　
　
　
出
展
作
品
募
集

　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し

て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
26
日
㈭
〜
30
日
㈪

■
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
　
ア
ト
リ
ウ
ム
プ

ラ
ザ
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品
　
書
・
陶
芸
作
品
・
絵
画
・

工
芸
・
写
真
・
合
作

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
障
が
い
児
・

者
（
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま

せ
ん
）

■
応
募
方
法
　
社
会
福
祉
課
又
は
各
振
興

局
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
作
品
の
写
真

を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈪

※
振
興
局
に
申
し
込
む
場
合
は
8
月
27
日
㈭
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

離
婚
時
の
年
金
分
割
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
２
年
以
内
に

　
「
離
婚
分
割
」
と
は
離
婚
等
を
し
た
際

に
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当

事
者
間
で
分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

　
当
事
者
間
の
合
意
や
裁
判
手
続
き
に
よ

り
年
金
分
割
の
割
合
を
定
め
て
い
る
場
合

や
、
厚
生
年
金
保
険
者
及
び
共
済
組
合
の

組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
（
夫
）
で
あ
る
専
業
主
婦
（
主

夫
）
な
ど
）
か
ら
の
請
求
で
分
割
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
請
求
の
手
続
き
は
、
原
則
離
婚
後
2
年

を
経
過
す
る
と
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

 

第
21
回
ひ
た
４
２
１
９
５
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
大
会
出
場
者
募
集

■
と
き
　
10
月
25
日
㈰ 

午
前
８
時
ス
タ
ー

ト
（
午
前
７
時
20
分
集
合
）

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
距
離

　
４
２
・
１
９
５
㎞
、
２
１
・
０
９
７
㎞

■
参
加
資
格

　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

※
小
学
生
は
２
１
・
０
９
７
㎞
の
み
で
、
必
ず

成
人
の
同
伴
者
の
参
加
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
高
校
生
以
上
　
２
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
１
５
０
０
円

※
申
込
書
は
、
市
役
所
、
各
振
興
局
、
陸
上
競

技
場
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
（
印
鑑
及
び
誓
約
事
項
の
同
意
が
必
要

で
す
）

※
当
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈪

大
会
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
大
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

第
11
回
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」

　
　
　
　
　
　
エ
ッ
セ
ー
募
集

　
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
教
育
の
協
働
の

取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
エ
ッ
セ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
募
集
部
門

　
一
般
の
部
／
小
・
中
・
高
・
大
学
等
の
部

■
テ
ー
マ
　
読
書
と
私

■
応
募
条
件

・
高
校
生
以
上
・
一
般

　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

・
小
・
中
学
生

　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

■
応
募
受
付
期
限
　
９
月
１
日
㈫

■
応
募
先
　

　
〒
８
７
０
‐
８
５
０
３

　
大
分
市
府
内
町
３
丁
目
10
番
１
号

　
大
分
県
教
育
の
日
推
進
会
議
事
務
局

（
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
内
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
８

※
詳
細
は
右
記
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
大

分
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

平
成
27
年
度
自
衛
官
募
集

■
対
象
・
試
験
日
・
会
場

・
航
空
学
生
　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
人

　
９
月
23
日
㈷
　
大
分
商
工
会
議
所

・
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
９
月
19
日
㈯
　
玖
珠
自
治
会
館

・
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
男
子
　
９
月
19
日
㈯
　
玖
珠
自
治
会
館

　
女
子
　
９
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯ 

大
分
中

小
企
業
会
館
及
び
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
㈫

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

　
事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

平
成
27
年
度
大
分
県
警
察
官

Ａ
採
用
試
験
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
）

■
受
験
資
格
　
①
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
大

学
卒
業
程
度
）
②
警
察
官
Ａ
（
女
性
・

大
学
卒
業
程
度
）

※

①
、
②
共
に
、
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

■
受
付
期
間
　
８
月
３
日
㈪
〜
21
日
㈮

■
試
験
日
　
９
月
20
日
㈰

※

申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

２
１
３
１

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
で
西

部
振
興
局
管
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
対

象
で
す
。

■
種
別
　
網
猟
・
わ
な
猟

■
試
験
日

　
９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
会
場
　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
受
験
手
数
料

　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免
許
を
お
持

ち
で
、
他
の
狩
猟
免
許
を
受
験
す
る
人

は
３
９
０
０
円
）

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
８
月
20
日
㈭
〜
９
月
２
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
8
月

は
お
盆
前
の
8
月
9
日
を
「
開
設
日
」
と

し
ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　

　
8
月
9
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
8
月
の
第
3
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　 

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

　

「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、
う
た
よ
み
お
は
な

し
マ
ム
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

・
８
月
８
日
㈯
　
午
後
７
時
〜
８
時

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
待
合
室

・
８
月
９
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時

　snow
peak

奥
日
田
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
□
参
加
費
　
無
料

問
エ
ホ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
７
０
‐
６
５
９
６
‐
７
０
９
４
（
石
松
）

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
巻
き
寿
し
作
り

　
夏
休
み
に
親
子
で
プ
ロ
が
指
導
す
る
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
19
日
㈬
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
西
部
保
健
所

□
対
象
　
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
生
徒
と

保
護
者
（
２
人
１
組
）

□
募
集
数
　
12
組
（
先
着
順
）

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
締
切
　
８
月
10
日
㈪

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
食
品
衛
生
協
会

　
☎
㉔
０
７
０
０

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
19
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

く ら し の 情 報
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問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

　７月１日から開催されています「おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン」。
　おんせん県サポーターに登録いただいた皆様はもちろん、みんなで全国からお越しいただいた観光客の皆様を“あた
たかく”おもてなししましょう。
　期間中のおもてなし企画、イベント等についてご紹介します。

　日田杉モニュメントの設置
　ＪＲ日田駅前に特産の日田杉を使った
モニュメントを設置しました。
　「真ん中に愛がある街。日田。」をデ
ザインコンセプトにした参加型モニュメ
ントです。是非一度ご覧ください。

　「或る列車」歓迎イベント開催
　 い よ い よ 、 ８ 月 ８ 日 ㈯ か ら 、 J R K Y -
USHU SWEET TRAIN「或る列車」の運行
が開始されます。
　この運行開始日に併せて、歓迎イベント
を開催します。

とき：８月８日㈯　
　　　　　午前11時～午後４時
ところ：ＪＲ日田駅前
内容：ステージイベント、屋台村、
　　　歓迎セレモニー、一日駅長任命式など
※詳細は、日田市観光協会のホームページをご覧ください。

　おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン（おおいたＤＣ）とは…
　地方自治体と地域の観光事業者等がJRグループ6社と連携し全国からの誘客を図ることを目的
とする国内最大規模の観光キャンペーンです。
※デスティネーション＝Destination（目的地・行き先）とキャンペーン＝Campaign（宣伝）の造語。

　お出迎え、お見送りに参加しませんか
　「或る列車」の運行日に、日田駅や沿線で手旗を振って「お出迎え」「お見送り」に参加しませんか。
　手旗のイラストはＪＲ九州のホームページからダウンロードし、ご自身で作ることができます。

運行日：カレンダーの赤く塗った日が運行日です。

運行時間
　往路：大分駅（９:46発）～日田駅（12:07着）、復路：日田駅（14:48発）～大分駅（17:12着）

くらしの情報 く ら し の 情 報次回の広報ひた８月15日号は、８月17日㈪に発送します。

Information ７.１

試
験

Information ８.１くらしの情報

　
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

　
　
　
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
70
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈯
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７
　

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗

り
、
医
療
費
や
保
険
料
等
の
還
付
金
が
あ

る
と
偽
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る

詐
欺
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
や
年
金
事
務
所
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
流
出
し
た
個
人
情
報

を
削
除
す
る
と
持
ち
か
け
て
、
だ
ま
そ
う

と
す
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
き

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
日
田
市
成
人
式
を
開
催

■
と
き
　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
　
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
12
月
中
旬
に
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
中
旬
ま
で
に
は

が
き
で
通
知
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
、
司
会
者
、

二
十
歳
の
決
意
発
表
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
　
２
人
（
新
成
人
と
し

て
の
決
意
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
エ

イ
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
）

※
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
全
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発

表
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
９
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
左
記
に
電
話
、
は

が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

　
　
㉒
８
３
８
０

平
成
27
年
度
就
職
説
明
会
　

　
新
規
大
卒
者
等
及
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
を
対
象
に
し
た
就
職
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
13
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ト
キ
ハ
会
館
５
階
　
ロ
ー

ズ
・
カ
ト
レ
ア
の
間
（
大
分
市
）

■
対
象
者
　

①
平
成
28
年
３
月
大
学
院
・
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予
定
者

②
既
卒
３
年
以
内
の
求
職
者

③
大
分
県
外
在
住
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
履
歴
書
（
面
接
企

業
数
分
）
、
筆
記
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
参
加
企
業

・
県
内
企
業
60
社
参
加
予
定

※

８
月
３
日
月
以
降
に
、
大
分
労
働
局
、
大
分

県
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
大
分
市
公
共
職
業
安
定
所
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

ひ
ろ
ば
21
職
業
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

８
６
０
０

　
商
工
労
政
課
商
業
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
気
軽
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を

　　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
は
、
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
県
と
市
が
設
置
し
た
公
的
な
就
職
支

援
機
関
で
す
。

　
「
ど
ん
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」
「
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接

の
練
習
を
し
た
い
」
「
働
く
こ
と
へ
の
不

安
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
就
職
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
無
料
で
対
応
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。

※

事
前
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ

ラ
イ
ト
に
電
話
連
絡
い
た
だ
く
と
お
待
た
せ

し
ま
せ
ん
。

■
開
所
時
間
　

　
月
〜
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
商
工
会
館
１
階

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

　
イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域
の
農

地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状

況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

福
祉
手
当
の
支
給

　　
８
月
は
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
月
で
す
。
受
給
者
か
ら

届
出
の
あ
っ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
、
５

月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
か
月
分
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
振
込
日
　
８
月
10
日
㈪

※

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
へ
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
へ
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と
は

　
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
要
す
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

■
対
象

　
特
別
障
害
者
手
当…

20
歳
以
上
の
人

　
障
害
児
福
祉
手
当…

20
歳
未
満
の
人

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
の

　
現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
指
定
し
た
期
間
に
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
、
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
、
又
は
そ
の
養
父

母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
子
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
の
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※

児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
に
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

　
ひ
と
り
親
が
抱
え
る
様
々
な
法
律
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
専
門
的
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
７
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
程
度
。

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
　
３
０
２
会
議
室

■
対
象
者
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
8
月
21
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
8
月
28
日
㈮

　
内
容
　
子
ど
も
の
事
故
予
防
の
お
話

　
　
　
　
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

③
と
き
　
9
月
４
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

④
と
き
　
９
月
11
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。

（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
８
月
20
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活
改

善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
薄
味
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
と
き

　
８
月
19
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
大
山
保
健
セ
ン
タ
ー

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
電
話
で
左
記
へ
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
10
日
㈪

※

電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
物
故
者
供
養
、
踊
り
、
打
ち
上
げ
花

火
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
20
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

第
23
回
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
in
伏
木

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
６
組
が
出
演
し
ま

す
。
屋
台
や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈯
　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
伏
木
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

問
☎
０
９
０‐

３
８
８
４‐

１
７
９
８
（
宮
木
）

出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
参
加
者
募
集

　
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
男
女
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
23
日
㈰
　
午
後
５
時
〜
８
時

　
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場

□
対
象
　
25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

（
各
20
人
）

※

男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

※

再
婚
を
希
望
す
る
人
、
子
供
が
い
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

※

食
事
代
は
自
己
負
担
。

□
申
込
期
限
　
８
月
17
日
㈪

問
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
３
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
８
月
26
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０

ひ
ろ
の
ば
体
操
で
「
足
育
」
講
演
会

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
歩
く
た
め
の
足
づ

く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
24
日
㈪
　
正
午
〜
午
後
２
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□
参
加
券
取
扱
い

　
パ
ト
リ
ア
日
田
・
明
屋
書
店

問
ゆ
び
の
ば
ひ
ろ
ば
日
田

　
☎
０
８
０‐

８
５
５
０‐

９
４
３
９
（
原
）

平
成
27
年
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
む
金
婚
夫
婦
を
お

祝
い
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
26
日
㈯
　
午
後
１
時
開
式

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

□
申
込
締
切
　
８
月
28
日
㈮

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２‐

７
１
１‐

５
６
２
０

子
育
て
を
考
え
る
講
演
会

「
あ
な
た
は
子
ど
も
に
何
を
遺
せ
ま
す
か
」

　
「
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」
の
著
者
、

安
武
信
吾
さ
ん
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
26
日
㈯
　
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

□
入
場
料
　
無
料

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
社
販
売
局
企
画
開
発
部

　
☎
０
９
２‐

７
１
１‐

５
４
３
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

完全な「ひとりよがり」

　2006年、３児が巻き込まれた福岡市の凄惨
な交通事故を教訓に、「飲酒運転の撲滅」を
日本中が誓ったはずでした…。
　日本損保協会がまとめた2014年の飲酒運転
による事故件数のワースト１位は大阪府で236
件。次いで、愛知県、千葉県と続き、いずれ
も年間200件以上の事故が報告されています。
　運転人口の多い地域が事故件数も多くなる
傾向があるため、運転免許保有者10万人あた
りの飲酒運転事故件数を見ると、沖縄県と香
川県が平均件数を大きく上回るワースト上位
となっています。
　そもそも「運転」という行為は、運転者本人
だけでなく、同乗者や周囲の歩行者の生命にか
かわる危険を伴うものです。だからこそ「安全
を重視し、命を大切にする」という約束のも
と、運転免許が与えられるものです。
　 し か し な が ら 、 取 り 締 ま り の み を 警 戒
し、「捕まらなければ大丈夫」といった楽観
的かつ自己中心的な運転は、免許制に反する
行為であるばかりでなく、「人道・道徳に違
反する行為」という自覚が足りていないとい
えます。
　飲酒は、運動機能や理性心の低下を引き起
こし、さらには判断力も鈍るなど、運転に不
適合な状況をつくりだします。福岡市では、
前出の事故以後も市職員の飲酒運転が発覚
し、その都度「宴会自粛」などの措置をとっ
ていますが、果たして効果的な措置といえる
で し ょ う か 。 飲 酒 の 機 会 を 減 ら す だ け で
は、「生命を尊重する」倫理観の醸成には至
らず、懲罰的な措置で終わってしまうような
気がします。
　飲酒運転は、被害者とその家族はもちろ
ん、加害者の家族まで巻き込み、一瞬で平穏
な日常を破壊してしまいます。飲酒運転が重
大な犯罪行為であると同時に、「人権侵害」
であることを肝に銘じなければいけません。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）　

Information ７.１

くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月17日㈪に発送します。Information ８.１ く ら し の 情 報 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

募
集

屋
久
島
町
の
噴
火
災
害
に
対
す
る

   

日
田
市
義
援
金
の
受
付
報
告

       

並
び
に
送
金
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳

の
噴
火
災
害
に
対
し
、
６
月
５
日
か
ら
30
日

ま
で
義
援
金
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
お
預
り
し
た
義
援
金

は
、
７
月
３
日
付
け
で
左
記
へ
送
金
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
日
田
市
議
会
に
お
い
て
も
、
左

記
の
と
お
り
見
舞
金
を
送
金
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
日
田
市
義
援
金
に
つ
い
て

・
件
数
　
６
３
０
件

・
金
額
　
87
万
９
０
６
９
円

・
送
金
先
　
屋
久
島
町
（
口
永
良
部
島
災

害
義
援
金
）

■
日
田
市
議
会
見
舞
金
に
つ
い
て

・
金
額
　
５
万
円

・
送
金
先
　
屋
久
島
町
議
会

・
送
金
日
　
６
月
26
日
㈮

※
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部
日
田
市
地
区

（
健
康
保
険
課
内
）
で
は
、
平
成
27
年
12
月

25
日
㈮
ま
で
引
き
続
き
、
義
援
金
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
参
加
者
募
集

■
と
き
　
8
月
28
日
㈮
〜
11
月
27
日
㈮
の

間
（
平
日
週
３
日
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
　
虹
の
家

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
者
す
る
人

■
受
講
料
　
7
万
5
6
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
他
、
税
込
）

■
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
度

　
　
障
害
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

■
選
考
日
　
10
月
17
日
㈯

■
募
集
人
員
　
１
０
０
人

■
応
募
受
付
期
間
　

　
８
月
３
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈭

■
応
募
資
格
　
来
年
３
月
（
本
年
９
月
卒

業
も
含
む
）
に
高
等
学
校
、
短
大
、
大

学
等
を
卒
業
見
込
み
の
人
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
、
又
は

取
得
可
能
な
人

・
精
神
障
害
者
で
統
合
失
調
症
、
そ
う
う

つ
病
、
て
ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断

を
受
け
て
い
る
人
で
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
人

問
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３
‐
７
４
１
‐
５
４
３
１

「
と
き
め
き
作
品
展
」

　
　
　
　
　
　
　
出
展
作
品
募
集

　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し

て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
26
日
㈭
〜
30
日
㈪

■
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
　
ア
ト
リ
ウ
ム
プ

ラ
ザ
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品
　
書
・
陶
芸
作
品
・
絵
画
・

工
芸
・
写
真
・
合
作

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
障
が
い
児
・

者
（
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま

せ
ん
）

■
応
募
方
法
　
社
会
福
祉
課
又
は
各
振
興

局
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
作
品
の
写
真

を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈪

※
振
興
局
に
申
し
込
む
場
合
は
8
月
27
日
㈭
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

離
婚
時
の
年
金
分
割
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
２
年
以
内
に

　
「
離
婚
分
割
」
と
は
離
婚
等
を
し
た
際

に
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当

事
者
間
で
分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

　
当
事
者
間
の
合
意
や
裁
判
手
続
き
に
よ

り
年
金
分
割
の
割
合
を
定
め
て
い
る
場
合

や
、
厚
生
年
金
保
険
者
及
び
共
済
組
合
の

組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
（
夫
）
で
あ
る
専
業
主
婦
（
主

夫
）
な
ど
）
か
ら
の
請
求
で
分
割
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
請
求
の
手
続
き
は
、
原
則
離
婚
後
2
年

を
経
過
す
る
と
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

 

第
21
回
ひ
た
４
２
１
９
５
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
大
会
出
場
者
募
集

■
と
き
　
10
月
25
日
㈰ 

午
前
８
時
ス
タ
ー

ト
（
午
前
７
時
20
分
集
合
）

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
距
離

　
４
２
・
１
９
５
㎞
、
２
１
・
０
９
７
㎞

■
参
加
資
格

　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

※
小
学
生
は
２
１
・
０
９
７
㎞
の
み
で
、
必
ず

成
人
の
同
伴
者
の
参
加
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
高
校
生
以
上
　
２
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
１
５
０
０
円

※
申
込
書
は
、
市
役
所
、
各
振
興
局
、
陸
上
競

技
場
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
（
印
鑑
及
び
誓
約
事
項
の
同
意
が
必
要

で
す
）

※
当
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈪

大
会
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
大
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
２
階
）

第
11
回
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」

　
　
　
　
　
　
エ
ッ
セ
ー
募
集

　
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
教
育
の
協
働
の

取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
エ
ッ
セ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
募
集
部
門

　
一
般
の
部
／
小
・
中
・
高
・
大
学
等
の
部

■
テ
ー
マ
　
読
書
と
私

■
応
募
条
件

・
高
校
生
以
上
・
一
般

　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

・
小
・
中
学
生

　
４
０
０
字
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

■
応
募
受
付
期
限
　
９
月
１
日
㈫

■
応
募
先
　

　
〒
８
７
０
‐
８
５
０
３

　
大
分
市
府
内
町
３
丁
目
10
番
１
号

　
大
分
県
教
育
の
日
推
進
会
議
事
務
局

（
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
内
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
８

※
詳
細
は
右
記
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
大

分
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

平
成
27
年
度
自
衛
官
募
集

■
対
象
・
試
験
日
・
会
場

・
航
空
学
生
　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
人

　
９
月
23
日
㈷
　
大
分
商
工
会
議
所

・
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
９
月
19
日
㈯
　
玖
珠
自
治
会
館

・
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
男
子
　
９
月
19
日
㈯
　
玖
珠
自
治
会
館

　
女
子
　
９
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯ 

大
分
中

小
企
業
会
館
及
び
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
㈫

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

　
事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

平
成
27
年
度
大
分
県
警
察
官

Ａ
採
用
試
験
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
）

■
受
験
資
格
　
①
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
大

学
卒
業
程
度
）
②
警
察
官
Ａ
（
女
性
・

大
学
卒
業
程
度
）

※

①
、
②
共
に
、
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

■
受
付
期
間
　
８
月
３
日
㈪
〜
21
日
㈮

■
試
験
日
　
９
月
20
日
㈰

※

申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

２
１
３
１

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
で
西

部
振
興
局
管
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
対

象
で
す
。

■
種
別
　
網
猟
・
わ
な
猟

■
試
験
日

　
９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
会
場
　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
受
験
手
数
料

　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免
許
を
お
持

ち
で
、
他
の
狩
猟
免
許
を
受
験
す
る
人

は
３
９
０
０
円
）

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
８
月
20
日
㈭
〜
９
月
２
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
8
月

は
お
盆
前
の
8
月
9
日
を
「
開
設
日
」
と

し
ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　

　
8
月
9
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
8
月
の
第
3
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　 

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

　

「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、
う
た
よ
み
お
は
な

し
マ
ム
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

・
８
月
８
日
㈯
　
午
後
７
時
〜
８
時

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
待
合
室

・
８
月
９
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時

　snow
peak

奥
日
田
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
□
参
加
費
　
無
料

問
エ
ホ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
７
０
‐
６
５
９
６
‐
７
０
９
４
（
石
松
）

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
巻
き
寿
し
作
り

　
夏
休
み
に
親
子
で
プ
ロ
が
指
導
す
る
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
19
日
㈬
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
西
部
保
健
所

□
対
象
　
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
生
徒
と

保
護
者
（
２
人
１
組
）

□
募
集
数
　
12
組
（
先
着
順
）

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
締
切
　
８
月
10
日
㈪

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
食
品
衛
生
協
会

　
☎
㉔
０
７
０
０

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
19
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

く ら し の 情 報

前回ステージ発表
剣舞の様子

2015. 8. 1　広報ひた広報ひた　2015. 8. 1 1819



ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

プレミアム商品券発売開始
　地域経済の振興と消費需要の喚起を目的とし
た「地域消費喚起プレミアム商品券」が、７月
５日、パトリア日田特設会場と日田地区商工会
（本所及び各支所）で発売開始された。
　今回の商品券のプレミアム（割増し）率は20
％で、先日日本遺産に認定された「咸宜園」を
デザインに取り入れている。１世帯あたり購入
限度額は10万円となっており、総額７億１千万
円分を販売する。
　発売初日のパトリア日田特設会場には、発売
開始時間前から長蛇の列ができており、販売ス
タッフは購入者の対応に追われていた。
　なお、商品券の利用期限は今年の12月31日ま
でとなっている。

郷土料理でお祝い給食
　咸宜園が日本遺産に認定されたことにちなみ、お
祝いに欠かせない日田の伝統料理「がめ煮」などの
給食が、７月８日と10日、市内30の小・中学校で
提供された。このうち咸宜小学校では、咸宜園教育
研究センターと学校給食センターの職員による、咸
宜園で食べられていた料理の話や地元産食材がテー
マのクイズで、子供たちは楽しんで味わっていた。

防火教室
　７月９日、ひかり保育園で七夕防火教室が行われ
た。花火で遊ぶ機会が増える夏のシーズンを前に、
花火の楽しい遊び方や、火事を起こさないための注
意を女性消防団員が手作りかるたにし、遊びながら
防火について学んだ。　
　また、女性消防団員作詞による防火ソング「お～
い火の用心」を園児と合唱した。

待ちに待ったプール開き　
　太陽が照り付ける青空の下、中央児童館でプール
開きが7月10日に行われ、多くの親子連れで賑わっ
た。この日のプール開きを待ち望んでいた子供たち
は、冷たい水を浴びながら楽しく遊んでいた。
　また、この日は日田高校３年生５人が保育実習に
訪れており、子供たちは一日中笑顔の絶えない、楽
しい時間を過ごしていた。

インターハイ出場を決めて
　第63回大分県高校総合体育大会で優勝し、全国
大会出場を決めた藤蔭高等学校の女子バスケットボ
ール部とフェンシング部の部員が、７月１日、出場
報告に市役所を訪れた。16年ぶり17回目の出場と
なる女子バスケットボールは７月28日から京都府
で、女子サーブル個人戦に出場するフェンシングは
８月８日から奈良県で全国大会が開催される。

前津江で奥日田の自然を満喫
　椿ケ鼻ハイランドパークに今年４月に指定管理者
となった㈱スノーピークの奥日田キャンプフィール
ドが、７月18日にグランドオープンした。
　この日の式典には㈱スノーピークの山井社長が来
場し、「全国にその名が轟くような場所となるよう
にがんばりたい」と力強く挨拶をした。その後、原
田市長と共にオオヤマレンゲの記念植樹を行った。

日田鮎やな場　はじめました
　夏の風物詩として親しまれているやな場と、そこ
で捕れた鮎などの川魚料理を提供するやな場茶屋
が、７月18日に開店した。平成24年の水害を機に
移設を求められている茶屋は、河川敷での営業を特
例として国に認めてもらうための社会実験として営
業するもの。駐車場には県外ナンバーの車が多く、こ
の日を待ちわびていたファンが舌鼓を打っていた。

2015. 8. 1　広報ひた広報ひた　2015. 8. 1 2021



新刊情報

　今
月
は
、
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
坂
本
直
美
さ
ん
か
ら
、
カ
ー

ビ
ン
グ
の
本
と
ご
自
身
の
カ
ー
ビ
ン
グ

作
品
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　私
が
カ
ー
ビ

ン
グ
を
知
っ
た

の
は
、
十
数
年

前
最
初
に
タ
イ

を
訪
れ
た
時
で

す
。
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ナ
イ
フ
一

本
で
石
鹸
を
彫
っ
て
い
る
男
性
が
い
ま

し
た
。

 

そ
れ
は
本
当
に
魔
法
の
様
に
、
く
る
く

る
と
お
花
を
彫
っ
て
い
た
の
で
す
。
私

は
思
わ
ず
そ
の
姿
を
じ
っ
と
眺
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
一
本
で
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
感
動
し
た
も
の

で
す
。

　そ
れ
か
ら
何
度
か
タ
イ
を
訪
れ
て
い

る
間
に
カ
ー
ビ
ン
グ
を
教
え
て
い
る
学

校
が
あ
る
と
聞
き
、
そ
こ
で
基
本
的
な

彫
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　カ
ー
ビ
ン
グ
は
タ
イ
の
伝
統
的
な
文

化
で
、
果
物
や
野
菜
を
い
ろ
い
ろ
な
形

に
彫
り
テ
ー
ブ
ル
を
彩
る
と
い
う
も
の

で
す
。
細
か
く
彫
ら
れ
た
模
様
や
モ
チ

ー
フ
は
ま
さ
に
芸
術
で
す
！  

　そ
ん
な
カ
ー
ビ
ン
グ
の
仕
方
を
分
か

り
や
す
く
書
い
た
本
が
淡
窓
図
書
館
に

あ
る
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　本
来
カ
ー
ビ
ン
グ
用
ナ
イ
フ
を
使
用

す
る
の
で
す
が
、
な
け
れ
ば
小
型
ナ
イ

フ
や
カ
ッ
タ
ー
等
で
も
代
用
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　ち
ょ
っ
と
し
た
お
花
な
ど
作
っ
て
お

皿
に
飾
れ
ば
テ
ー
ブ
ル
が
華
や
か
に
な

る
こ
と
請
け
合
い
で
す
！

※
8
月
16
日
㈰
ま
で
、
図
書
館
で
坂
本
さ
ん

　の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

大
好
き
図
書
館
！

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前１０時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
８月 ８日㈯　午後３時～４時
８月22日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

さんさんさんぽ
えがしら　みちこ／作
講談社
　
　さんさんさんぽ、いっ
てきまーす！力いっぱい
生きる虫や花と遊びなが
ら、夏のおひさまがいっぱいふりそそ
ぐおさんぽ絵本。

新しいキャンプの教科書
ＳＴＥＰ ＣＡＭＰ／監修者
池田書店

　アウトドアのプロ集
団「ＳＴＥＰ ＣＡＭＰ」
のふたりが、キャンプを
楽しむための基礎知識を解説。それぞ
れが身につけてきたコツや、味わって
きた醍醐味のほか、いざという時に役
立つキャンプの知識も紹介する。

  

みょうがとオクラの春雨スープ

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑭

<作り方>
①みょうがはたて半分に切り、斜めのせん切りにする。
　オクラは輪切りにする。
②春雨は熱湯に入れてもどし、食べやすい長さに切る。　　
③鍋に水、鶏がらスープの素、酒を入れて煮立てる。　
④春雨を入れてしょうゆ、塩、こしょうで味を整え、みょうが、オクラを加

えてさっと煮る。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

<材料>（４人分）
みょうが　 ２本
オクラ　　 ４本
春雨　　 　10ｇ

水　　　　　　　　 600ml
鶏がらスープの素　小さじ１
うすくちしょうゆ　小さじ１　

　オクラには独特のぬめりがあり、このぬめりはガラクタンや
ペクチンなどの食物繊維です。
　これらには整腸作用やコレステロールを減らす働きがあります。
　その他にも、カルシウム、鉄、カロチン、ビタミンＣを含ん
でいて、栄養価も高く、夏バテ解消の強い味方です。

　咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し

て
「
羽
野
天
満
宮
・
山
田
原
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　淡
窓
は
、
幼
少
よ
り
よ
く
遊
ん
だ
地
を

挙
げ
て
い
る
中
に
「
羽
野
妙
見
の
祠
」

と
「
羽
野
の
金
毘
羅
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
羽
野
妙
見
祠
の
跡
は
、
天
神
町
の
羽

野
天
満
宮
の
北
側
に
そ
の
石
段
と
鳥
居
が

残
っ
て
い
ま
す
。
天
満
宮
は
、
天
暦
六
年

（
九
五
二
）
に
菅
原
道
真
の
甥
の
菅
原
貞

光
が
筑
紫
下
向
の
折
、
日
田
を
経
て
帰
る

際
に
道
真
公
の
お
告
げ
に
よ
り
こ
の
地
に

創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
日
田
で

も
最
も
古
い
天
満
宮
の
ひ
と
つ
で
す
。

　ま
た
、
羽
野
天
満
宮
の
背
後
に
広
が

る
「
山
田
原
」
の
台
地
も
よ
く
訪
れ
て
い

ま
す
。
日
記
で
は
、
淡
窓
の
家
族
や
門
人

と
の
送
迎
の
場
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
場
所
が
、
中
津
や
小
倉
・

英
彦
山
か
ら
の
街
道
の
出
入
り
口
に
位
置

し
、
い
わ
ゆ
る
「
境
迎
え
」
の
場
で
あ
っ

た
た
め
で
す
。
「
境
迎
え
」
と
は
、
遠
方

に
旅
し
た
者
が
帰
還
す
る
際
、
村
境
ま
で

出
迎
え
て
そ
の
無
事
を
喜
び
、
共
に
飲
食

す
る
風
習
で
す
。

　淡
窓
の
弟
の
旭
荘
が
東
遊
す
る
際
の
見

送
り
・
出
迎
え
や
、
父
・
三
郎
右
衛
門
の

宇
佐
・
高
田
か
ら
の
帰
り
の
出
迎
え
を
天

満
宮
境
内
に
あ
っ
た
羽
野
菅
相
寺
で
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旭
荘
や
そ
の
家

族
、
淡
窓
の
妻
（
ナ
ナ
）
の
浪
華
（
大

坂
）
へ
の
見
送
り
・
出
迎
え
、
塩
谷
郡
代

が
江
戸
へ
帰
還
す
る
際
の
見
送
り
な
ど
を

山
田
原
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
旭
荘
の
初
め
て

と
な
る
東
遊
の
見
送
り
に
は
、
家
族
等

二
・
三
十
人
、
塾
生
四
十
余
人
と
い
う
盛

大
な
も
の
で
あ
り
、
天
保
十
年
（
一
八
三

九
）
の
妻
ナ
ナ
の
浪
華
か
ら
の
帰
還
の
山

田
原
で
の
出
迎
え
は
、
親
戚
や
地
域
の
人

が
五
・
六
十
人
と
い
う
盛
大
な
も
の
で
あ

っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
山
田
原
周
辺
は
塾
生
の
「
遊

山
」
の
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
羽
野
菅

相
寺
の
雪
景
色
を
詠
ん
だ
淡
窓
の
漢
詩
が

あ
り
ま
す
。

　雪
後
即
事

　
　雲
は
凍
る
　薬
王
山

　
　雪
は
封
ず
　菅
相
廟

　
　梅
花
　短
篷
を
圧
す

　
　誰
か
此
の
中
に
在
り
て
釣
る

（
空
の
雲
が
凍
っ
た
よ
う
に
見
え
る
薬
王

山
。
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
菅
原
道
真
公
の

廟
。
雪
の
重
み
で
梅
の
花
の
枝
が
、
短
い

お
お
い
に
垂
れ
下
が
り
、
誰
か
が
こ
の
中

に
い
て
釣
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
）

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　⑨

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　　羽野天満宮・山田原

たんそうさん

羽野天満宮
（現地写真）

【問合せ】世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

１
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30
28

７
14
21

４
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25 27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

８月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３

31

酒　　　　小さじ４
塩　　　　少々
こしょう　少々

た
ん
ほ
う

　手作りプラネタリウムを製作します。ダンボールで手作りした
ドームに、星座の形を分かりやすく示し、ドームいっぱいに満天
の星空を映し出します。その他にも、夏の星座に関するクイズや
星のキャラクターを描いて掲示する催しなども行います。
　小さなお子様も是非ご参加ください。
■とき・ところ　８月１日㈯～８月16日㈰
　　　　　　　　２階研修室、児童コーナー他

夏休み「うつくしい星の世界展」開催

フルーツ＆ベジタブル
カービング　初級・入門
岡　範子／著
ボイス

【参考にした本】
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成27年６月30日現在） 

■人口　
　68,722人
　（前月比－29人）
・男　32,537人
・女　36,185人
■世帯数
　27,108世帯

　チャレンジキッズ
　（クイズ王）
　７日㈮　午前10時30分～
　チャレンジキッズ
　（プラ板作り）
　19日㈬　午前10時30分～
　療育事業
　（音遊び）
　28日㈮　午前11時～

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象

小

小

乳 …乳幼児対象

月生まれ８
　10月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。９月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

り こ
髙瀬莉子ちゃん
（１歳・朝日ヶ丘）

はると
藤原悠人ちゃん
（１歳・玉川町）

ゆずひ
江田柚陽ちゃん
（１歳・城町１丁目）

そ な
小関空菜ちゃん
（１歳・朝日ヶ丘）

せりか
近藤芹香ちゃん
（１歳・あやめ台）

はるま
松原悠真ちゃん
（１歳・丸山２丁目）

坂本美桜ちゃん
（２歳・清岸寺町）

そらた
黒川空汰ちゃん
（２歳・中釣町）

き こ
大谷紀子ちゃん
（２歳・淡窓２丁目）

すい
藤見 翠ちゃん
（３歳・上城内町）

えんじ
杉野鳶虹ちゃん
（３歳・南友田町）

りいち ま な ひろと

わ か
梅田和香ちゃん
（３歳・丸山２丁目）

たくむ
河津拓歩ちゃん
（３歳・天瀬町出口）

とくま
安養寺徳真ちゃん
（３歳・誠和町）

りゅうが
今井琉雅ちゃん
（３歳・田島２丁目）

加藤豪ちゃん・耀ちゃん
（２歳・中城町）

ごう よう

原田このかちゃん
（３歳・南元町）

子育てを応援します！
じどうかん・支援施設　８月の主な催し　　

天瀬児童館　☎�８９２２

　せいまお兄さんと遊ぼう！
　５日㈬　
　午前10時30分～11時30分
　夏休み工作
　18日㈫～22日㈯
　午前10時30分～　
　すくすく相談日（歯科）　
　28日㈮　午前10時～
※母子手帳を持参してください。

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎�２９０１

　夏休み工作
　４日㈫～５日㈬
　ウォータードーム作り
　12日㈬　
　手芸工作
　22日㈯　
※いずれも午前10時30分から。

まえつえ子育て支援施設　☎�２４０９

●お誕生会
　６日㈭　午前10時～正午　
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　18日㈫　午前10時～11時
●ランチｄａｙ
　20日㈭　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●ままんルーム
　６日㈭　午前10時30分～
　「産んだ後も安心！！
　子ども園をのぞいてみようNO.１」
★特別企画「パパとあそぼう」
　フィンガーペインティング
　８日㈯　午前10時30分～
●世代間交流
　（おてだま・みそ作り）
　19日㈬　午前10時30分～　

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●ベビーマッサージ
　18日㈫　午前11時～
★カレンダー作り
　20日㈭　午前11時～
●お誕生会
　24日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。
●身体計測
　27日㈭　午前11時～

午前10時～午後６時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●そうめん流し
　４日㈫　午前10時30分～正午
●オレダブエコさんによる歌って

踊れる「アフリカンライブ」
　10日㈪　午前10時～11時
★親子クッキング
　21日㈮
　午前10時～午後０時30分
　　　　　　　　

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎�２９２２）８月は、夏休みと土曜日のみ開館してい
ます。

元気な日田っ子集まれ！

乳

小

乳

み お

乳

小

乳

小

秋吉俐一ちゃん
（３歳・新治町）

竹田真奈ちゃん
（３歳・大山町西大山）

末松弘翔ちゃん
（３歳・中城町）

H a p p y
B i r t h d a y
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ひ
た 　少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少に歯止

めをかけることなどを目的に「まち・ひと・しごと創生
法」が昨年10月に施行されました。
　この法律に基づき、全ての都道府県及び市町村は平成
28年３月までに、それぞれの実情に応じた「人口ビジ
ョン」と「総合戦略」の策定を行うこととなっていま
す。

日田市版「地方創生」の取り組み②
　日田市においても、強みや地域
資源を生かした多様で活力ある地
域社会を形成すること等を目指し
て、現在、日田市版の｢人口ビジョ
ン｣と｢総合戦略｣の策定に取り組ん
でいます。

「人口ビジョン」と「総合戦略」って何？

　総合戦略の策定にあたり、多くの市民の皆様の
意見集約に努めてまいります。上記の「取り組ん
だ事・取り組む事」以外に「市民まちづくり集会」
を開催します。是非、ご参加ください。

　「人口ビジョン」は、市の人口の現状を分析し、こ
の人口問題に関する認識を市民の皆様と共有し、今後
の人口の目標を提示したものです。
　この将来の人口推計にあたっては、出生数と死亡数
による「自然増減」と転入者数と転出者数による「社
会増減」の現状分析及び今後の数値目標が重要となり
ます。
　また、「自然増減」ではいかに出生数を増やすか、
「社会増減」ではいかに転入者を増やし転出者を減ら

・これまでの人口動態を分析
　国勢調査等のデータを収集し、これまでの

人口動態等を分析
・市民意識調査の実施（アンケート）
　無作為抽出により、市内在住の市民、市内

事業所等に対して実施。（4,500サンプル）

人口ビジョン策定に向けて取り組んだ事・取り組む事
・施策・事業アイデアの募集
　７月30日を期限に募集していましたが、
　８月31日まで期間を延長して受け付けます。

【施策を検討するための意見聴取】
・地域円卓会議
　若い世代を中心に、振興局ごとに地域活性

化策を検討。
・分野別個別検討会議
　農業、林業、商工業、子育て世代等の単位

で構成し、活性化策を検討。
・出前懇談会（広報ひた７月１日号参照）
　市内24箇所の地区を訪問し、地方創生につ

いての意見交換。
・出前意見交換会
　原則５人以上の市民グループからの申し込

みを受け付け、市職員と意見交換。

総合戦略の策定に向けて取り組んだ事・取り組む事

市民の意見集約

市民まちづくり集会を開催します
　市では、平成26年4月に施行された自治基本条例に基づき、市民参画と協働のまちづくりに取り組んでいます。
　今回、まちづくりや日田市の将来について、いろいろな立場の人がそれぞれの思いを出し合うため「市民まち
づくり集会」を開催します。

問企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

意見交換会に参加してみませんか
　まちづくり集会における意見交換会の参加
者を募集します。
■募集人数　20人程度（16歳以上の人）
参加希望の人は、８月17日㈪までに下記まで
電話でお申込みください。
※申込者多数の場合は、抽選とさせていただきます。

参加者
募集！

◀市ホームページ地方創生の取組ページ

※会場には託児スペースを準備していますので
　お申し込みの際にご連絡ください。

■とき　　９月４日㈮　午後６時30分～
■ところ　パトリア日田　ギャラリー
■内容　　「総合戦略」に関する意見交換会
※参加者の内、公募による参加者を右記のとおり募集します。

日田市の地方創生について一緒に語りましょう！
＜意見交換会の主なテーマ（例）＞
・子どもが生まれ、にぎわう地域を取り戻すためには
・地域のお宝を使った、まちづくりや仕事づくりはでき

ないかなど　※テーマ内容については、現在検討中です。

すか、が課題であり、これらの課題に対応した子育て
支援や雇用の創出、移住・定住の促進等の具体的な施
策などをまとめたものが「総合戦略」です。
　この「総合戦略」は、計画・実施期間を平成27年度
から平成31年度までの5か年とし、策定後は、「自
助・共助・公助」の役割分担のもと、協働・連携し
て、総合戦略に掲げられた施策の実施に取り組むこと
となります。


